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GGGI 2019 政治分野１４４位
ランクはワースト１０!!

山崎摩耶

元衆議院議員

Qの会役員・BPW東京会員
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本日の発言要旨

１)  GGGI 2019・政治分野は144位

2） 各国の推移と女性議員を増やす取り組み

３)「政治分野における男女共同参画推進法」

成立とQの会の努力

4) 私たちの取り組み課題と展望
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ＧＧＧＩ ２０１９
１５３か国中１２１位(過去最低）

日本の男女平等は、今の
ペースなら163年かかる!
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政治分野において、2006年日本は83位、この年日本より下位だった32か国中29か国は
スコアを伸ばした。日本は2019年スコアを下げワースト10に
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ルワンダ ６１．３％ １位
フランス ３９．７％ １６位
アメリカ ２３．５％ ７８位
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IPU・193か国の
女性議員割合

(２０１９．３．７）



各国の最近の状況

• フィンランド：3人目の女性首相サンナ・マリア氏

国会議員は46％、

閣僚19人中12人が女性(63%）

主要5党党首が女性

（1906年世界最初の男女に参政権、被参政権を
付与した国、幸福度No1・男女平等・教育トップクラス
の全世代型社会保障・高福祉国家)

・スペイン：閣僚２２人中１１人が女性（50%）

副首相4枠のうち3人女性

・フランス：閣僚34人、男女半数の17人ずつ
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主要国の女性議員数割合
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スエーデン ４７% イギリス ３０，２%

フィンランド 46％ 米国 23,7%

ベルギー・スペイ
ン

41.9% 台湾 38%

ニュージーランド
アイスランド

40,8%
38% 

中国 24,9%    

フランス 37,2% シンガポール 24,0%

イタリア 35,4%   北朝鮮 17,6%

カナダ 33,4% 韓国 17,3%

ドイツ 31.6% 日本 14,4%  
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〈台湾〉

議席割り当てと候補者クオータで38%(2019 ）

• 2005年憲法改正：ジェンダー・クオータ導入

・比例代表の５０％は女性に

• 地方議会：４分の１クオータ制

• 政府の委員会：性別中立クオータ：男女問わず
議席の少ない性に適応

[アジアでは1位・独自のＧＧＧＩは世界1位と政府]
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〈韓国の例〉 ＧＧＧＩ １０８位

・2000年政党法改正：クオータ制導入
・比例代表の５０％を女性を公認する。
・名簿の奇数に女性候補を。
・選挙区は女性候補者を30％以上とする（努力規定）

・2005年選挙法に移管

・女性公認補助金：小選挙区で女性候補を多く擁立した
政党に対して、女性候補の選挙経費を支給
・女性政治発展費：政党への経常補助金の10％
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フランス：1999年に憲法改正、パリテ導入
2015年地方議会=男女ペア立候補方式でパリテを実現

大山礼子駒沢大教授 資料
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「政治分野における男女共同参画
推進法」制定とこれからの課題
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Qの会発足と超党派議連による
議員立法・国会審議と成立まで

【２０１２年：クオータ制を推進する会発足:赤松良子代表 】
• ２０１５年：超党派議員連盟結成
• ２０１６年５月：通常国会に法案提出を図るも議連内で

文言一致せず【男女同数か均衡か均等か?】
・野党４党案提出で国会閉会

• ２０１６年１２月：臨時国会に与党案提出
• ２０１７年２月：通常国会で両案の1本化(「均等」は「同数」

と同意語と読む)、議員立法だが、全会一致の委員長提
案で可決したいと努力

• ２０１７年９月：国会解散で廃案に

• ２０１８年５月１６日:第１９６回通常国会で成立!！

• ２０１８年５月２３日 公布・施行日
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２０１７・４・１０
女性参政権行使７１年の記念日をパープルに染めた院内集会

(法案成立へ各政党要請も）

２０１７・９・２９緊急院内集会 【廃案は許せない!】

２０１８・１・１７野田聖
子大臣を表敬

推進法案成立へ要請

２０１８年３月８日 国際女性デー院内集会
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政治分野における男女共同参画推進法
２０１８，５，１６参議院本会議・全会一致で可決・成立!！

「男女の候補者ができる限り同数となるこ
とを目指して」
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２０１８年５月２３日は
【候補者均等法/

日本版パリテ法】
施行記念日!
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［女性候補擁立］は争点の一
つに！メデイア報道も活発

＝法成立の効果！
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【２０３０５０】をめざして
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～私たちのＭｉｓｓｉｏｎ～
① 女性議員を増やそうという「政治意志」
② 政党へのアクション～女性比率目標・候補者選定の

透明化・党内に女性の声を反映

③ 議員(候補者)育成とトレーニング
～塾・プラットホーム・送り出す・支える・つながる

④ 政治分野の働き方改革やハラスメント・暴力の撤廃
⑤ 選挙制度・公職選挙法等の改正

～政党助成金のあり方(女性比率で配分増減/使途制限)
～比例区のクオータｏｒ名簿記載方式など
～立候補を促進するしくみ（在職立候補や休暇制度・供託

金・選挙運動の見直しなど）
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AIとSociety5.0・社会の変革に危機感を

• AI時代で危惧すること

• ビッグデータの反映で政策を打つ・制度を変
える

• 全てのデータは現在の男女格差の現状を反
映したもの

• 後ろ向きデータの分析による政策からは、社
会は変化しないという危機感を持つ

• そして分析する技術者、ICT・AI分野の男女比
は７８%対２２%の格差！
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ご清聴ありがとうございました！
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フィンランドを事例に

• 【歴史的】1906年に男女の選挙権と被選挙権
を同時に認めた初の国

• 【社会的】父親も母親と等しく子育てに参加で
きる環境が整っている

• 【政治的】男女平等法が男女の社会・家庭生
活の調和を保障

• 【文化的】厳しい自然環境や少ない人口の為
女性の社会進出が促進された



男女平等社会を支える政策

• 希望する子どもは保育園全入(1973年法制)

• 母親の職場復帰を産後3年間保障する法律

• 男女雇用均等法

• 低年齢の子どもをもつ父親を対象にした政策

• 男女平等に対して開かれた社会



企業における女性の活躍と文化

• 労働力の44%は女性

• 上場企業の取締役会に占める女性比率は30％、
EUで一番高い

• 賃金格差少ない:女性の賃金は男性の８２%

• 勤務時間は9時から17時(週35-40時間)だが、多
くの職場はフレックスタイム

• 夏休み・冬休み合わせて5週間,取得率100%

• 帰宅後・余暇は子どもと過ごすライフスタイル

• 仕事でも家庭でも男女の役割が決まっていない



1907年には世界初の女性国会議員
19人が誕生



政治への女性の進出
• 1906年：男女ともに選挙権・被選挙権を同時に確立し

た最初の国

• 1907年：世界初の女性国会議員19人(9,5%）が誕生

• しかし90年代までは男性優位だったが、大きく転換

• 2019年：現在、全閣僚１9人のうち12人が女性（63%）、
女性国会議員は200人中94人(47％）(9位・日本は193か
国中164位/IPU)

• 主要政党8党のうち5党が女性党首(3人は35歳以下!）

• 前大統領は女性・女性首相は2人(前女性首相は現在
EU欧州委員会代表)

• 男女平等法では、自治体の委員会・議会等は男女と
もに40%以上を確保する(国会議員は当てはまらない)


